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『
詩
経
』
巻
頭
の
作
で
あ
る
「
関
雎
」
の
第
一
章
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。

關
關
雎
鳩
，
在
河
之
洲
。　
　

関
関
た
る
雎
鳩
は
、
河
の
洲
に
在
り
、

窈
窕
淑
女
，
君
子
好
逑
。　
　

窈
窕
た
る
淑
女
は
、
君
子
の
好
き
逑
。

詩
の
中
の
「
雎
鳩
」
と
は
ど
の
よ
う
な
鳥
で
あ
ろ
う
か
。
昔
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
説
が
あ
る
が
、
人
を
信
服
さ
せ
る
解
釈
を
見
つ
け
る
の
は
む
ず
か

し
く
、
し
か
も
、
あ
の
よ
う
に
多
く
の
解
釈
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
、
こ

れ
が
一
つ
の
難
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
雎
鳩
の
解
釈
に
つ
い
て
は
先
ず
三
つ
の
面
に
留
意
し
な
く
て

は
じ
め
に

『
論
語
』
の
中
で
、
孔
子
は
い
く
つ
か
の
箇
所
で
『
詩
』
を
学
ぶ
意
義

に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
多
識
於
鳥
獸
草
木
之
名
。」（「
多
く
鳥

獣
草
木
の
名
を
知
る
」）
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
当
時
は
こ
の
「
鳥
獣

草
木
」
の
名
称
に
つ
い
て
共
通
の
理
解
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
時
代

が
遠
ざ
か
っ
た
こ
と
と
歴
史
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
あ
る
た
め
、
今
日

で
は
そ
の
中
の
い
く
つ
か
の
名
称
を
理
解
す
る
の
に
か
な
り
の
難
し
さ
が

あ
る
。

「
雎
鳩
」
考

呉
　
鴻
春
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は
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
あ
わ
せ
て
自
ら
の
解
釈
を
提
起
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、「
雎
鳩
」
に
つ
い
て
の
歴
史
上
の
主
要
な
解
釈

『
詩
経
』
の
た
だ
一
つ
の
伝
本
は
『
毛
詩
』、
す
な
わ
ち
毛
亨
が
伝
え
た

も
の
で
あ
る
。
毛
亨
は
雎
鳩
は
「
王
雎
」（
１
）で

あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

唐
の
孔
穎
達
は
、
毛
亨
は
『
爾
雅
・
釋
鳥
』
の
説
明
を
踏
襲
し
た
と
指

摘
し
て
い
る（
２
）。『
爾
雅
注
疏
』
を
調
べ
る
と
、「

鳩
は
、
王

で
あ
る
」

と
あ
る（
３
）。（

と
雎
は
異
体
字
。）
こ
れ
は
雎
鳩
に
つ
い
て
の
も
っ
と
も
早

い
解
釈
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
説
明
の
こ
と
ば
が
簡
単
す
ぎ
て
意
味
が

は
っ
き
り
し
な
い
。
王
雎
と
は
ど
ん
な
鳥
な
の
か
、
私
た
ち
に
は
依
然
と

し
て
明
確
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
毛
詩
注
疏
』
の
孔
穎
達
の
疏
は
さ
ら
に
、
揚
雄
、
許
慎
は
と
も
に
雎

鳩
を
「
白

，
似
鷹
，
尾
上
白
。」（
４
）（

雎
鳩
は
「
白

で
あ
り
、
鷹
に
似
て
、

尾
の
上
は
白
。」）
と
解
釈
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
揚

雄
の
「
白

」
と
い
う
説
に
つ
い
て
、
段
玉
裁
は
「
所
謂
揚
雄
者
，
今
不

見
於
『
方
言
』，
未
知
其
所
本
。」（
５
）（

揚
雄
の
謂
う
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
今

は
『
方
言
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
孔
穎
達
が
も
と
に
し
た
も
の
は
わ
か
ら
な

い
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

許
慎
の
『
説
文
解
字
』
は
、

と

を
ひ
と
し
く
「
王
雎
」
と
説
明
し

て
い
る
が
、
段
玉
裁
の
注
は
許
氏
の
不
備
を
指
摘
し
て
こ
う
判
断
し
て
い

る
。「『
釋
鳥
』
云
：「
雎
鳩
，
王
雎
」，
與
「

，
白

」，
劃
分
爲
二
鳥
。

許
乃
一
之
，
恐
係
轉
寫
譌
誤
，
非
許
書
本
然
也
，
當
爲
正
之
。」（
６
）（『
爾
雅·

釋
鳥
』
に
は
「
雎
鳩
は
王
雎
で
あ
り
」、「

は
白

で
あ
る
」、
二
種
類

の
鳥
と
し
て
分
け
て
い
る
。
許
氏
が
そ
れ
ら
を
同
じ
種
類
に
し
た
の
は
、

お
そ
ら
く
転
写
の
誤
り
で
あ
り
、
許
慎
の
著
作
の
本
来
の
も
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
訂
正
す
る
べ
き
で
あ
る
。） 

段
玉
裁
は
揚
雄
が
雎
鳩
を
「
白

」
と
解
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
で
き

る
証
拠
は
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
り
、
又
『
説
文
解
字
』
が
雎
鳩
と

と

を
と
も
に
「
王
雎
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
は
転
写
し
た
さ
い
の
誤
り
で
あ

る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
段
氏
は
た
だ
『
爾
雅·

釋
鳥
』
中
の
「
雎
鳩
は

王
雎
で
あ
る
」
と
い
う
解
釈
だ
け
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

晋
の
杜
預
は
『
春
秋
左
傳
注
疏
』
の
注
で
、
毛
亨
の
述
べ
た
「
鳥
摯
而

有
別
」
を
「
鷙
而
有
別
」（
７
）と

注
釈
し
て
い
る
。「
摯
」
を
「
鷙
」
に
換
え

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
雎
鳩
は
猛
禽
の
性
質
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

唐
の
孔
穎
達
は
こ
れ
を
も
と
に
疏
を
作
り
、「
則

鳩
是
鷙
擊
之
鳥
，
又

能
雄
雌
有
別
也
。」（
８
）（

す
な
わ
ち

鳩
は
勇
猛
で
攻
撃
的
な
鳥
で
あ
り
、
さ

ら
に
雄
雌
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。）
と
し
て
い

る
。
摯
と
鷙
は
、
古
代
に
お
い
て
は
假
借
と
し
て
通
用
す
る
が（
９
）、

し
か
し
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毛
伝
に
あ
る
「
鳥
摯
而
有
別
」
の
「
摯
」
に
は
、「
勇
猛
」
と
い
う
意
味

は
な
い
。
漢
の
鄭
玄
の
箋
は
「
摯
」
に
つ
い
て
正
確
な
解
釈
を
下
し
て
い

る
。「
摯
之
言
，
至
也
，
謂
王
雎
之
鳥
雌
雄
情
意
至
，
然
而
有
別
。」）

（（
（

（
摯

と
い
う
言
葉
は
、
至
で
あ
り
、
王
雎
と
い
う
鳥
は
雌
雄
の
情
意
が
真
摯
で

は
あ
る
が
、
雌
と
雄
の
違
い
を
わ
き
ま
え
て
い
る
こ
と
を
謂
う
。）
と
。

従
っ
て
毛
伝
の
「
鳥
摯
而
有
別
」
か
ら
雎
鳩
は
猛
禽
で
あ
る
と
い
う
解

釈
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

『
爾
雅
注
疏
』
の
晋
の
郭
璞
の
注
に
は
雎
鳩
は
雕
の
た
ぐ
い
、「
今
江
東

呼
之
為
鶚
。」）

（（
（

（「
今
、
江
東
で
は
こ
れ
を
鶚
（
が
く
、
み
さ
ご
）
と
呼
ん

で
い
る
」）
と
あ
る
。

三
国
時
代
の
陸
機
の
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
に
は
、「
幽
州
人
謂

之
鷲
。」）

（（
（

（「
幽
州
の
人
は
こ
れ
を
鷲
と
い
う
」）
と
あ
る
。

宋
の
朱
熹
『
詩
經
集
傳
』
に
は
、「
狀
類
鳧
鷖
，今
江
淮
間
有
之
。」）

（（
（

（「
姿

は
鳬
鷖
に
似
て
い
て
、
い
ま
江
淮
の
あ
た
り
に
い
る
」）
と
あ
る
。

宋
の
王
質
の
『
詩
總
聞
』
に
は
、「
所
謂
鵰
、
鶚
，
恐
自
難
從
，
布
穀

似
可
用
。」）

（（
（（「

い
わ
ゆ
る
鵰
、鶚
は
恐
ら
く
そ
れ
に
従
う
の
は
難
し
い
、カ
ッ

コ
ウ
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。」）
と
あ
る
。

元
の
梁
益
の
『
詩
傳
旁
通
』
に
は
、「
或
謂
王
雎
即
今
杜
鵑
云
。」）

（（
（

（
あ

る
人
は
王
雎
は
即
ち
今
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
で
あ
る
と
い
う
。）
と
あ
る
。

國
學
院
大
學
教
授
故
西
岡
市
祐
先
生
の
論
文「
雎
鳩
と
は
ど
ん
な
鳥
か
」

は
、
歴
史
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
に
広
く
当
た
っ
て
、
詳
細
な
「
雎
鳩
の

解
釈
伝
承
表
」
に
列
挙
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ご
自
身
の
独
自
な
見
方
を
提

起
さ
れ
て
、「
雎
鳩
」
は
「「
紅
翅
緑
鳩
」（
ア
オ
バ
ト
）
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
）
（（
（

。二
、
雎
鳩
の
解
釈
で
は
三
つ
の
面
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る

歴
史
的
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
の
ど
れ
か
を
選
ぶ
に
当
た
っ

て
、
私
た
ち
が
む
ず
か
し
い
と
思
う
主
要
な
点
は
、
結
論
だ
け
が
あ
っ
て
、

論
証
の
過
程
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
雎
鳩
の
解
釈
に
つ
い
て
は
ま

ず
三
つ
の
面
に
十
分
な
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
雎
鳩
を
解
釈

す
る
前
提
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。

（一）
水
鳥
、
あ
る
い
は
水
辺
に
棲
息
す
る
鳥

詩
で
は
「
在
河
之
洲
」（
河
の
洲
に
い
る
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
無
条
件
に
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
水
辺
に
棲
息
す
る
鳥
で
な

い
場
合
は
、
考
慮
す
る
範
囲
か
ら
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
の
「
河
」
が
黄
河
で
あ
る
か
な
い
か
は
、
に
わ
か
に
断
定
す
る
の

は
む
ず
か
し
い
。「
河
」
と
は
固
有
名
詞
で
、『
詩
経
』
に
出
て
く
る
河
は
、

多
く
は
「
黄
河
」
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、『

風·
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新
臺
』
に
「
新
臺
有
泚
，河
水
瀰
瀰
。」（「
新
し
き
台
は
げ
に
あ
ざ
や
け
く
、

河
の
水
は
瀰
瀰
た
り
」）
と
あ
り
、『
衛
風·

河
廣
』
に
「
誰
謂
河
廣
，
一

葦
杭
之
。」（
誰
か
河
を
広
し
と
謂
う
や
、一
も
と
の
葦
も
て
之
を
杭
ら
ん
）

と
あ
る
の
等
は
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
河
」
に
は
普
通
名
詞
と
い
う

面
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、『

風·

君
子
偕
老
』
に
「
委
委
佗
佗
，
如
山

如
河
，
象
服
是
宜
。」（「
委
委
と
し
て
し
な
や
か
に
佗
佗
と
し
て
お
だ
や

か
に
、
山
の
如
く
河
の
如
き
ひ
と
は
、
象
も
よ
う
の
服
の
こ
れ
宜
ろ
し
。」）

と
あ
る
。
こ
の
中
の「
河
」は
普
通
名
詞
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。「
關
雎
」

は
『
周
南
』
の
一
首
で
、
周
南
は
周
公
旦
の
領
地
で
、
岐
山
の
南
に
位
置

し
て
い
る
か
ら
、
黄
河
か
ら
は
か
な
り
離
れ
て
い
る
。
従
っ
て
「
在
河
之

洲
」
の
「
河
」
は
普
通
名
詞
と
理
解
す
る
の
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

（二）
毛
伝
の
「
王
雎
」
の
説
を
重
視
す
る

「
雎
鳩
」、
毛
伝
に
は
、「
王
雎
也
」
と
あ
る
。

『
爾
雅
・
釋
鳥
』
に
は
、「

鳩
，
王

」
と
あ
る
。

こ
れ
は
も
っ
と
も
早
い
解
釈
で
、
十
分
に
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

宋
の
蔡
卞
『
毛
詩
名
物
解
』
巻
六
に
は
、「
王
，
大
也
，
於

鳩
則
爲

大
矣
，
故
又
謂
之
王
。」）

（（
（

（
王
は
、
大
き
い
の
意
、

鳩
よ
り
大
き
い
、
ゆ

え
に
王
と
も
言
う
。）
と
あ
る
。

蔡
卞
が
は
じ
め
て
「
王
雎
」
の
「
王
」
が
大
き
い
と
い
う
意
味
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
説
明
は
『
爾
雅
』
郭
璞
の
注
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
彼
は
た
だ

鳩
よ
り
大
き
い
と
い
う

だ
け
な
の
で
、
相
対
的
に
大
き
い
と
い
う
意
味
に
な
る
。
彼
の
こ
の
比
較

は
必
ず
し
も
正
確
と
は
い
え
な
い
。
王
に
は
同
類
の
中
で
も
っ
と
も
大
き

い
と
い
う
意
味
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
爾
雅·

釋
魚
』
に
は
「
蟒
，
王
蛇
。」
と
あ
り
、
郭
璞
の

注
に
「
蟒
，
蛇
最
大
者
，
故
曰
王
蛇
。」）

（（
（

（「
蟒
は
、
蛇
の
中
に
最
大
の
者

だ
か
ら
、
王
蛇
と
呼
ば
れ
る
。」）
と
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、「

鳩
，
王

」
は
、「
鳩
類
の
中
で
最
大
の
鳥
だ
か
ら
、
王

と
呼
ば
れ
る
」
と
理

解
す
る
の
は
も
っ
と
も
自
然
で
は
な
い
か
。

明
の
方
以
智
は
「
王
」
と
い
う
字
に
つ
い
て
別
の
説
を
示
し
て
い
る
。

「『
爾
雅
』「

鳩
，
王
雎
。」
王
即
玉
也
，
其
屬
玉
乎
？
」
）
（（
（

（『
爾
雅
』
で
は

鳩
を
王
雎
と
解
釈
し
て
い
る
。
王
は
即
ち
玉
で
あ
り
、そ
れ
は
「
屬
玉
」

と
い
う
鳥
で
は
な
い
か
。）
方
以
智
氏
は
古
文
字
の
王
は
玉
に
通
ず
る
と

い
う
観
点
か
ら
出
発
し
て
、
雎
鳩
は
「
屬
玉
」（
鴛
鴦
に
似
た
）
か
も
し

れ
な
い
と
推
測
し
た
。
し
か
し
、
方
以
智
の
推
測
は
根
拠
が
十
分
で
は
な

い
。
少
な
く
と
も
『
爾
雅
』
に
お
い
て
は
、
王
と
玉
と
は
区
別
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

も
し
私
た
ち
が
毛
伝
と
『
爾
雅
』
の
解
釈
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
―
―

私
は
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
、
そ
う
す
る
し
か
な
い
と
考
え
る
が
―
―
小
さ
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な
鳥
類
を
考
慮
の
範
囲
か
ら
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

雎
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
ま
た
特
に
説
明
す
る
。

（三）
「
比
興
」
を
重
視
す
る

風
、
賦
、
比
、
興
、
雅
、
頌
は
『
詩
』
の
六
義
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え

ば
、
風
雅
頌
は
内
容
と
様
式
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
賦
比
興
は
創
作
手

法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
關
關
雎
鳩
，
在
河
之
洲
。」
毛
亨
の
伝
は
「
興
也
」
と
し
て
い
る
。

「
興
」
に
つ
い
て
『
毛
詩
注
疏
』
で
唐
の
孔
穎
達
の
疏
は
、「
司
農
又
云
，

『
興
者
託
事
於
物
』，
則
興
者
起
也
，
取
譬
引
類
，
起
發
己
心
。
詩
文
諸
舉

草
木
鳥
獸
以
見
意
者
，皆
興
辭
也
。」）

（（
（

（「
司
農
（
鄭
玄
）
は
ま
た
こ
う
言
う
。

『
興
と
い
う
の
は
、
言
い
た
い
事
を
物
に
託
し
て
表
現
す
る
。』
即
ち
、
興

は
起
こ
し
で
あ
る
。
比
喩
を
取
り
、
類
似
の
も
の
を
引
き
、
作
者
の
心
を

起
こ
し
て
表
現
す
る
。
詩
文
の
中
で
、
草
木
鳥
獣
を
挙
げ
て
作
者
の
意
を

表
現
す
る
の
は
、
皆
、
興
の
言
葉
で
あ
る
。」）
と
述
べ
て
い
る
。

朱
熹
『
詩
經
集
傳
』
巻
一
は
先
ず
「
興
」
に
つ
い
て
明
確
で
分
か
り
や

す
い
定
義
を
与
え
、
そ
の
後
で
「
關
雎
」
一
章
的
「
興
」
に
つ
い
て
詳
細

で
具
体
的
な
説
明
を
し
て
お
り
、
参
考
と
す
る
に
足
り
る
。

「
興
者
，
先
言
他
物
以
引
起
所
詠
之
辭
也
。
…
…
言
彼
關
關
然
之
雎
鳩

則
相
與
和
鳴
於
河
洲
之
上
矣
，
此
窈
窕
之
淑
女
則
豈
非
君
子
之
善
匹
乎
。

言
其
相
與
和
樂
而
恭
敬
，
亦
若
雎
鳩
之
情
摯
而
有
別
也
。
後
凡
言
興
者
其

文
意
皆
放
此
云
。」）

（（
（　

（「
興
と
は
、
先
に
他
の
物
を
言
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
詠
み
た
い
こ
と

を
引
き
起
こ
す
言
葉
で
あ
る
。
…
…
言
っ
て
い
る
の
は
、
あ
の
河
の
中
洲

で
雎
鳩
が
す
で
に
関
関
と
い
う
声
を
発
し
て
、
仲
良
く
雌
雄
一
緒
に
鳴
い

て
い
る
。
こ
の
窈
窕
た
る
淑
女
は
君
子
に
相
応
し
い
よ
き
つ
れ
合
い
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
君
子
と
つ
れ
合
い
が
仲
良
く
お
互
い
に

恭
敬
の
念
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、
雎
鳩
の
情
が
真
摯
で
あ
り
な
が
ら
雌

雄
の
分
別
を
知
る
と
い
う
こ
と
と
似
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後

（『
詩
経
』
の
「
関
雎
」
以
後
の
作
品
）
に
す
べ
て
の
「
興
」
と
言
わ
れ
る

と
こ
ろ
の
文
意
は
、
皆
こ
の
表
現
を
ま
ね
た
も
の
で
あ
る
。」）

「
他
物
」
と
詩
人
が
詠
う
も
の
と
の
間
に
は
、
当
然
あ
る
種
の
イ
メ
ー

ジ
の
上
で
の
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。雎
鳩
と
君
子
の
好
逑（
よ

き
つ
れ
あ
い
）
で
あ
る
淑
女
と
は
形
象
の
上
で
あ
る
種
の
共
通
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
性
質
が
勇
猛
で
凶
暴
な
鳥
類
は
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。以

上
が
私
の
考
え
る
所
の
「
雎
鳩
」
を
解
釈
す
る
に
当
た
っ
て
注
意
す

べ
き
三
つ
の
前
提
条
件
で
あ
る
。
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三
、『
侘

軒
説
經
』
の
解
釈

『
侘

軒
説
經
』
は
呉
秋
輝
氏
の
著
作
で
あ
る
。

呉
秋
輝
が
生
涯
で
著
わ
し
た
四
十
数
種
の
著
作
の
大
部
分
は
最
近
ま
で

出
版
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
彼
の
名
声
は
ま
だ
広
く
人
の
知
る
と
こ

ろ
と
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
彼
は
二
十
世
紀
初
期
の
中
国
の
傑
出
し
た

訓
詁
学
者
、
古
文
字
学
者
、
歴
史
学
者
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
に
つ
い
て
簡

略
に
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

呉
秋
輝
氏
は
一
八
七
六
年
に
生
ま
れ
、
一
九
二
七
年
に
亡
く
な
っ
た
。

山
東
省
の
人
で
、
自
ら
侘

生
と
名
の
り
、
斎
名
を
侘

軒
と
名
付
け
た
。

『
離
騒
』
の
「

鬱
邑
余
侘

兮
」（
王
逸
注
に
「
侘

は
才
能
が
あ
る
の

に
志
を
得
ら
れ
な
い
貌
」
と
あ
る
）
と
い
う
意
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

呉
秋
輝
氏
は
学
問
に
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
性
格
に
は
そ
う
と
う
風
変
わ
り

な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

梁
啓
超
は
呉
秋
輝
氏
の
学
問
に
つ
い
て
は
大
い
に
褒
め
称
え
て
い
る
。

一
九
二
六
年
梁
啓
超
は
呉
秋
輝
へ
の
返
信
の
中
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
先

生
識
力
，
横
絶
一
世
，
而
所
憑
藉
之
工
具
極
篤
實
，
二
千
年
學
術
大
革
命

事
業
，
决
能
成
就
，
啓
超
深
信
不
疑
。
大
著
不
可
不
謀
全
部
公
之
天
下
。」）

（（
（

（「
先
生
の
見
識
は
一
時
代
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
依
る
と
こ
ろ
の
方
法
は

き
わ
め
て
篤
實
で
あ
り
、（
先
生
の
ご
抱
負
で
あ
る
）
二
千
年
の
学
術
の

大
革
命
の
事
業
が
必
ず
成
就
す
る
こ
と
を
、私
は
深
く
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

大
著
は
す
べ
て
を
天
下
に
公
に
す
る
こ
と
を
謀
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」）

そ
の
時
、
梁
啓
超
は
清
華
大
学
国
学
研
究
所
に
在
職
中
で
、
呉
秋
輝
を

招
聘
し
て
清
華
大
学
で
指
導
教
授
に
任
じ
た
。
北
京
大
学
も
人
を
派
遣
し

て
呉
氏
を
礼
を
も
っ
て
迎
え
た
が
、
呉
氏
は
す
で
に
病
に
冒
さ
れ
、
翌
年

春
、
済
南
で
亡
く
な
っ
た
。

近
年
、
呉
秋
輝
氏
の
著
作
は
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
齊
魯
書

社
が
『
侘

軒
文
存
』
を
出
版
し
、
北
京
図
書
館
は
影
印
で
『
侘

軒
説

經
』
手
稿
本
を
出
版
し
た
。
齊
魯
書
社
は
さ
ら
に
影
印
で
『
侘

軒
説
經
』

謄
清
普
及
本
を
出
版
し
た
。
二
〇
一
〇
年
中
国
国
家
図
書
館
出
版
社
は
三

千
頁
を
超
え
る
大
部
の
《
吳
秋
輝
遺
稿
》
五
册
を
出
版
し
、
呉
氏
の
現
存

す
る
重
要
な
著
作
は
基
本
的
に
出
そ
ろ
っ
た
の
で
あ
る
。

呉
秋
輝
氏
の
雎
鳩
の
解
釈
は
、
二
つ
の
資
料
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（一）
前
四
川
大
学
中
文
系
主
任
の
張
黙
生
の
著
作
『
異
行
傳·

學
術
界
怪
傑

吳
秋
輝
先
生
』

『
異
行
傳
』
は
、
東
方
書
社
か
ら
初
版
が
一
九
四
四
年
に
出
版
さ
れ
た
。

文
中
に
著
者
が
直
接
呉
氏
が
『
詩
経
』
に
つ
い
て
語
る
の
を
聞
い
た
情
景
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が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
雎
鳩
」
に
つ
い
て
呉
秋
輝
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「「
雎
」
は
一
種
の
形
容
詞
で
、「
雎
」
の
左
側
の
「
且
」
は
「
祖
」

と
い
う
字
の
古
字
で
、「
大
」
と
い
う
字
の
解
で
あ
る
。
右
側
の
「
隹
」

と
い
う
字
は
特
別
に
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
雎
鳩
は
す
な
わ
ち
大
鳩

で
あ
り
、
鳩
類
の
中
で
も
っ
と
も
大
き
な
の
は
鴻
雁
で
あ
る
。
こ
の
種
の

鳥
を
も
っ
て
き
て
君
子
と
淑
女
に
譬
え
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
ぴ
っ
た
り
適

合
す
る
と
言
え
よ
う
。」）

（（
（　

呉
秋
輝
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
且
」
は
「
祖
」
の
古
字
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
清
の
阮
元
の
「
釋
且
」
に
「
且
，
古
祖
字
也
。
古
文
祖
皆
且
字

…
…
小
篆
始
左
示
作
祖
」（
且
は
古
く
は
祖
と
い
う
字
で
あ
る
。
古
文
の

祖
は
す
べ
て
且
と
い
う
字
で
あ
る
…
…
小
篆
は
初
め
て
左
に
示
を
入
れ
て

祖
と
し
た
）
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
証
明
さ
れ
る
。

（二）
『
侘

軒
説
經
』
巻
九
「
雎
鳩
」

呉
秋
輝
氏
は
「
雎
鳩
」
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
雎
鳩
實
爲
鴻
雁
之
古
名
，
在
周
世
即
不
復
行
用
。
此
詩
之
作
，
至

亦
須
在
紂
之
初
年
。
其
時
文
字
尚
未
大
變
更
，
故
猶
沿
用
之
。
若

子
所

言
乃
古
代
事
，
更
不
得
不
歷
舉
其
古
名
，
此
其
所
以
此
外
絶
不
復
見
於
載

籍
也
。
至
雎
鳩
何
以
即
爲
鴻
雁
，
則
鴻
雁
不
再
匹
，
而
又
整
肅
不
相
狎
侮
，

此
世
人
所
熟
知
，
正
毛
氏
之
所
謂
「
摯
而
有
別
」
者
。」）

（（
（　

（「
雎
鳩
は
実
に
鴻
雁
の
古
名
で
あ
り
、
周
の
時
す
で
に
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
。『
関
雎
』
の
詩
の
作
ら
れ
た
時
期
は
、
遅
く
て
も
商
の
紂
の
初

年
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
其
の
時
、
言
語
文
字
は
ま
だ
大
き
な
変
更
が
な

い
の
で
、古
い
名
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
た
。（『
左
伝
』
に
）
子
が
言
っ

て
い
る
の
は
古
代
の
事
な
の
で
、
当
然
「
雎
鳩
」
と
い
う
古
い
名
を
挙
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、「
雎
鳩
」
と
い
う
名
が
ほ
か
の
古
籍
に

は
絶
対
に
見
え
な
い
原
因
で
あ
る
。
で
は
、「
雎
鳩
」
な
ぜ
即
ち
「
鴻
雁
」

で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
「
鴻
雁
」
は
雌
雄
が
結
ば
れ
れ
ば
、
二
度
と
ほ
か

の
も
の
と
組
ま
な
い
。
ま
た
態
度
が
粛
然
と
し
て
い
て
雌
雄
が
軽
々
し
く

接
し
な
い
。
こ
れ
は
世
の
中
の
人
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
正

に
毛
氏
が
謂
う
所
の
「
摯
而
有
別
」
で
あ
る
。」）

ま
た
「
雎
鳩
」
か
ら
「
鴻
雁
」
に
変
わ
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
呉
氏
は

こ
う
述
べ
て
い
る
。「
至
雎
鳩
變
而
爲
雁
，
周
初
已
然
，『
九

』
之
詩
是

也
。
此
所
以
有
此
變
革
者
，
乃
受
文
字
上
變
遷
之
影
響
。
此
但
觀
於
周
以

前
禽
鳥
之
有
專
名
者
甚
少
，
即
可
想
知
之
。」）

（（
（

（「
雎
鳩
が
変
わ
っ
て
雁
に

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、周
の
初
年
に
す
で
に
そ
う
な
っ
て
い
た
。『
詩

経·

九

』
の
詩
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
革
が
現
れ
る
の
は
、

言
語
文
字
の
変
化
の
影
響
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
周
以
前
に
禽
鳥
が
固
有
の
名
前
を
持
っ
て
い
る
の
は
と
て
も
少
か
っ

た
と
い
う
点
を
見
れ
ば
、
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。」
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四
、
私
の
見
方

呉
秋
輝
氏
の
「
雎
」
に
つ
い
て
の
分
析
は
、説
得
力
が
あ
る
と
同
時
に
、

『
爾
雅
』
の
解
釈
「
王
雎
」
の
「
王
」
の
意
味
と
も
暗
合
し
て
い
る
。
呉

氏
の
「
鴻
雁
」
説
は
と
て
も
優
れ
た
解
釈
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
呉
氏
の
結
論
を
そ
の
ま
ま
受
け
る
に
は
、
ち
ょ
っ
と
躊
躇
が

あ
る
。
そ
れ
は
漢
の
揚
雄
の
『
羽
猟
賦
』
の
中
に
「
王
雎
關
關
，
鴻
雁
嚶

嚶
」）

（（
（

と
い
う
文
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
明
ら
か
に
揚
雄
は
こ
れ
が
二
種
類

の
異
な
る
鳥
で
あ
る
と
見
て
い
る
。揚
雄
は
文
学
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

言
語
学
者
で
も
あ
り
、
著
作
に
は
中
国
の
最
初
の
方
言
辞
典
で
あ
る
『
輶

軒
使
者
絶
代
語
釋
別
國
方
言
』（
略
称
『
方
言
』）
が
あ
る
。
揚
雄
は
前
漢

の
末
の
人
で
、
古
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、
彼
が
二
者
を
区
別
し
て
い
た

こ
と
は
と
う
ぜ
ん
十
分
に
信
頼
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
を
含
ん
で
、
以
上
に
述
べ
た
三
つ
の
面
か
ら
の
要
求
を
考
慮
す

れ
ば
、
鴻
雁
よ
り
大
き
い
白
鳥
が
も
っ
と
も
条
件
に
か
な
う
で
は
な
い
か

と
私
は
考
え
る
。

世
界
に
は
合
計
六
種
類
の
白
鳥
が
お
り
、
中
国
に
は
三
種
が
棲
息
し
て

い
る
。
大
白
鳥
、
こ
ぶ
白
鳥
は
中
国
で
繁
殖
し
、
越
冬
す
る
が
、
小
白
鳥

は
中
国
で
越
冬
す
る
だ
け
で
あ
る
。
白
鳥
は
主
に
河
川
や
湖
、
沼
沢
に
棲

息
し
、
水
鳥
の
中
で
は
個
体
が
も
っ
と
も
大
き
な
群
体
で
あ
る
。
小
白
鳥

の
体
長
で
百
二
十
セ
ン
チ
あ
り
（
鴻
雁
の
体
長
は
九
十
セ
ン
チ
）、
大
白

鳥
と
こ
ぶ
白
鳥
は
さ
ら
に
大
き
い
。
そ
れ
で
白
鳥
が
雎
鳩
（
大
鳩
）、
王

雎
と
よ
ば
れ
る
の
は
、
名
実
合
い
伴
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
三

種
の
白
鳥
の
羽
毛
は
い
ず
れ
も
純
白
色
で
、
姿
は
美
し
い
。
主
に
植
物
を

食
べ
、
水
中
の
動
物
質
の
食
物
も
雑
食
す
る
が
、
性
質
は
温
和
で
あ
る
。

鳴
き
声
も
擬
音
語
の
「
関
関
」
に
近
い
。
そ
の
上
伝
説
中
の
白
鳥
に
は
一

度
嫁
い
だ
ら
添
い
遂
げ
る
と
い
う
美
徳
も
あ
る
の
で
、
白
鳥
を
君
子
の
よ

き
つ
れ
合
い
で
あ
る
淑
女
に
譬
え
る
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
ふ
さ
わ
し
く
、

と
て
も
自
然
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
論
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
北
欧
の
白
鳥
伝
説
、

日
本
各
地
の
羽
衣
伝
説
、
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
中
の
白
鳥
、
多
く
の

国
の
民
間
伝
説
、
神
格
化
し
た
物
語
の
中
に
は
、
ど
れ
に
も
白
鳥
の
化
身

が
あ
り
、
し
か
も
白
鳥
は
通
常
美
し
い
少
女
の
姿
を
と
っ
て
現
れ
る
。
こ

の
現
象
は
人
類
の
美
感
の
共
通
性
を
反
映
し
て
お
り
、
ま
た
あ
る
種
の
意

味
で
雎
鳩
が
白
鳥
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
。

先
儒
、
時
の
賢
人
の
諸
説
の
他
に
、
浅
学
の
身
を
わ
き
ま
え
ず
、
別
に

一
説
を
提
起
し
て
、
参
考
に
供
す
る
次
第
で
あ
る
。
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注（
１
） 『
毛
詩
注
疏
』
巻
一
『
四
庫
全
書
』
第
69
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
２
） 『
毛
詩
注
疏
』
巻
一
孔
穎
達
疏
「
雎
鳩
，
王
雎
也
。『
釋
鳥
』
文
。」『
四
庫
全
書
』

第
69
册 
台
湾
商
務
印
書
館

（
３
） 『
爾
雅
注
疏
』
巻
十
『
四
庫
全
書
』
第
221
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
４
） 『
毛
詩
注
疏
』
巻
一
『
四
庫
全
書
』
第
69
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
５
） 『
説
文
解
字
注
』P154　

上
海
古
籍
出
版
社1981

（
６
） 『
説
文
解
字
注
』P154　

上
海
古
籍
出
版
社1981

（
７
） 『
春
秋
左
傳
注
疏
』
巻
四
十
八
『
四
庫
全
書
』
第
143
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
８
） 『
春
秋
左
傳
注
疏
』
巻
四
十
八
『
四
庫
全
書
』
第
143
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
９
） 『
説
文
解
字
注
』P154

段
注
「
古
字
同
」
上
海
古
籍
出
版
社1981

（
10
） 『
毛
詩
注
疏
』
巻
一
『
四
庫
全
書
』
第
69
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
11
） 『
爾
雅
注
疏
』
巻
十
『
四
庫
全
書
』
第
221
册 
台
湾
商
務
印
書
館

（
12
） 『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
巻
下
『
四
庫
全
書
』
第
70
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
13
） 『
詩
經
集
傳
』
巻
一
『
四
庫
全
書
』
第
72
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
14
） 『
詩
總
聞
』
巻
一
『
四
庫
全
書
』
第
72
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
15
） 『
詩
傳
旁
通
』
巻
一
『
四
庫
全
書
』
第
76
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
16
） 『
國
學
院
大
學
紀
要
』
二
十
五
巻　

P156　

國
學
院
大
學1987

（
17
） 『
毛
詩
名
物
解
』
巻
六
『
四
庫
全
書
』
第
70
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
18
） 『
爾
雅
注
疏
』
巻
十
『
四
庫
全
書
』
第
221
册 

台
湾
商
務
印
書
館 

（
19
） 『
通
雅
』
巻
四
十
五
『
四
庫
全
書
』
第
857
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
20
） 『
毛
詩
注
疏
』
巻
一
『
四
庫
全
書
』
第
69
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
21
） 『
詩
經
集
傳
』
巻
一
『
四
庫
全
書
』
第
72
册 

台
湾
商
務
印
書
館

（
22
） 『
侘

軒
説
經
』P5　

齊
魯
書
社2008

（
23
） 『
異
行
傳
』P150　

重
慶
出
版
社1987

（
24
） 『
侘

軒
説
經
』P316　

齊
魯
書
社2008

（
25
） 『
侘

軒
説
經
』P317　

齊
魯
書
社2008

（
26
） 『
文
選
』P134　

中
華
書
局1977

付
記　
『
詩
経
』
国
風
の
詩
句
の
訓
読
は
、
吉
川
幸
次
郎
『
詩
經
國
風
』
上
（
岩
波
詩
人

選
集
１
）
に
依
っ
た
。


